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平成 28年 10月 3日 
報道機関各位 
プレスリリース 

NPO法人 九州森林ネットワーク 

 

～これからの安全安心の木の家づくりを知る、学ぶ、体感するフォーラムのご案内～ 

第 21回 九州森林フォーラム in熊本 

「今こそ地域材を活用した安全安心の木の家づくり」 
熊本地震を経験した、木造在来工法・伝統工法に取り組む工務店、設計会社による報告会 

 平成 28 年 11月 25日（金）26 日（土）熊本市にて開催 

 

イベント案内ページ：https://www.facebook.com/events/248099245591507/ 

 

■フォーラムの趣旨 

 「2016年熊本地震」では、住宅の全半壊棟は 3万 6千（2016年 8月 1日時点）を超えま

した。死亡者の多くが建築基準法の新耐震基準以前の古い建物の倒壊によることから、耐

震化の問題が指摘されています。さらに、新耐震基準導入（1981年 6月）以降に建てられ

た住宅の被害に加え、川沿いや盛り土の造成地では地盤の変状による被害等も特徴として

あげられるなど、現在様々な視点から被害状況の検証が行われています。 

そこで今回、熊本地震を経験した木造在来工法・伝統工法に取り組む工務店や設計者を

講師として招き、地域の山の木を活用した家づくりの現場では何が起ったのか、何を教訓

とできるのかを報告していただくフォーラムを開催することと致しました。また翌日には、

熊本を代表する地域木材を使った家づくりを行う３社の現地見学会も開催いたします。  

■開催概要 

＜フォーラム＞ 

日  程  平成 28年 11 月 25日（金）13：00～17：10  

会  場  くまもと森都心プラザ A・B会場（定員 90名） 
熊本市西区春日 1丁目 14番 1号（熊本駅徒歩３分） 

参 加 費   1000円  

<内容> 

報告会 

株式会社ミズタホーム    代表取締役社長 水田 和弘 氏 

新産住拓株式会社      代表取締役社長 小山 英文 氏  

すまい塾古川設計室有限会社 代表取締役 古川 保 氏 

質疑応答・コメント 
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＜現地見学会＞ 

11月 26日（土）9:00 ～14:30 （熊本駅 集合・解散） 

参加費(昼食代として)： 1500円 

＜見学先＞ 

① 古川設計室建築現場 ②山ぼうしの樹（ミズタホーム） ③構造館見学（新産住拓）  

  

□フォーラムのポイント 

林業、製材関係者、そしいて木の家づくりを行っている地域工務店、設計者など従来の

参加対象者に加え、今回は、木の家を建てたいと思っている一般の方々にもご参加頂き、

地震に対して木の家はどうなのか？震災後だからこその木の家の良さや地域の家づくりを

報告会で知り、学び、現地見学会で体感頂ける機会です。 

熊本を代表する地域木材を使った家づくりを行う３社。工法も考え方も違う３社が揃う

貴重な機会となり、家づくりを考える一般の方々にとっても、有意義な学びの機会になる

と考えています。 

 

 

主  催  NPO法人 九州森林ネットワーク 

※NPO法人九州森林ネットワークは、「九州のまちと山々を結ぶ」をテーマに、2004年 9月設立。  

林産地の自治体、森林組合、山を守ろうという林業家、そして水源の森づくりの取り組みをすすめ

る町や団体、木の家づくりを実践する建築家や工務店など、九州各地の山や町からの参加者が、

ネットワークによって連携し、貴重な地域の森林資源を生かす２１世紀のまちづくりと森づくりを実

現しようと活動しています。 

 

後  援  熊本県、大分県、福岡県、鹿児島県、宮崎県、佐賀県、長崎県、小国町、諸

塚村小国町森林組合、耳川広域森林組合、㈱トライ・ウッド 

＜緑と水の森林ファンド助成事業＞ 

 

[申 込 締 切] 平成 28年 11月 11日（金） 先着順 100名 

 

 

[申込･問合先]  

NPO法人九州森林ネットワーク事務局 https://www.facebook.com/QFN2004/ 

株式会社トライ・ウッド 森林保全部(担当：福沢)  

TEL：0973‐55‐2280 FAX：0973－55－2282   MAIL：fukuzawa@try-wood.com 

mailto:fukuzawa@try-wood.com

